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要　

旨

一
九
五
四
年
、
三
田
尻
で
、
少
年
時
代
の
鴎
外
森
林
太
郎
と
そ
の
父

静
男
の
写
っ
た
集
合
写
真
が
発
見
さ
れ
た
。
鴎
外
の
長
男
於
菟
は
こ
れ

を
「
父
子
が
故
郷
津
和
野
を
後
に
し
て
上
京
し
た
折
に
、
静
男
の
実
家

吉
次
家
の
あ
る
三
田
尻
で
撮
影
し
た
も
の
」
と
し
、
以
来
、
こ
れ
が
定

説
に
な
っ
て
い
た
。
本
稿
は
、
そ
の
定
説
が
誤
り
だ
っ
た
こ
と
を
論
証

し
た
も
の
で
あ
る
。

森
鴎
外
記
念
会
（
東
京
都
文
京
区
千
駄
木
）
の
数
あ
る
資
料
の
中
に
、

少
年
時
代
の
鴎
外
森
林
太
郎
の
写
っ
た
一
葉
の
集
合
写
真
が
あ
る
。
資

料
１
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
写
真
は
一
九
五
四
年
、
山
口
県
防
府
市
の
、

鴎
外
の
父
森
静
男
の
実
家
、
吉
次
家
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
森
家
に

は
伝
わ
ら
ず
、
ま
た
写
真
の
裏
面
に
は
年
月
日
、
撮
影
場
所
等
の
記
載

が
な
か
っ
た
。
鴎
外
の
長
男
於
菟
氏
は
こ
れ
を
、「
鴎
外
父
子
が
津
和

野
か
ら
上
京
の
途
中
、
三
田
尻
（
現
、
防
府
市
）
の
吉
次
家
に
立
ち
寄
っ

た
際
に
撮
影
し
た
も
の
」
と
判
断
し
た
。
以
来
最
近
ま
で
、
こ
れ
が
定

説
と
な
っ
て
い
た
。

鴎
外
が
父
静
男
と
共
に
上
京
し
た
の
は
明
治
五
年
、
十
一
歳
（
満
十

歳
）
の
時
で
あ
る
。
鴎
外
自
筆
「
自
記
材
料
」
に
以
下
が
あ
る
。

　
　

明
治
五
年

十
一
歳
。

六
月
二
十
六
日
石
見
国
鹿
足
郡
町
田
村
の
居
を
出
で
、
父
と
東
京

に
向
か
ふ
。

鴎
外
父
子
上
京
の
経
緯
に
つ
い
て
簡
略
に
記
し
て
お
こ
う
。

森
家
は
代
々
津
和
野
藩
主
亀
井
家
の
典
医
の
家
柄
で
あ
っ
た
が
、
天

保
十
三
年
、
秀
庵
の
代
に
、
何
ら
か
の
事
情
で
彼
が
周
防
山
口
へ
出
奔

し
、
森
家
は
い
っ
た
ん
断
絶
し
た
。
数
年
後
、
漢
方
医
佐
々
田
綱つ
な

浄き
よ

が

「
三
田
尻
に
於
け
る
鴎
外
の
写
真
」
に
つ
い
て―

撮
影
場
所
は
三
田
尻
か―
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森
家
に
入
り
、
家
督
を
継
い
で
森
玄
仙
（
の
ち
、
白
仙
）
と
名
乗
っ
た
。

綱
浄
は
浪
人
者
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
綱
浄
改
め
玄
仙
は
木
島
家
か
ら

キ
ヨ
を
妻
に
迎
え
、
一
女
ミ
ネ
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
ミ
ネ
に
吉
次
家
か

ら
婿
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
の
が
静
泰
（
の
ち
、
静
男
）
で
、
鴎
外

林
太
郎
の
父
で
あ
る
。

静
男
は
幕
末
、
長
崎
や
千
葉
県
佐
倉
の
順
天
堂
で
学
ん
だ
蘭
医
だ
っ

た
が
、
明
治
の
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
藩
医
の
職
を
失
っ
た
。
困
窮
し
た

静
男
は
、
当
時
東
京
に
移
住
し
て
い
た
旧
藩
主
亀
井
茲こ
れ
み監
を
頼
っ
て
上

京
、
侍
医
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
鴎
外
父
子
の
上
京
に
つ
い
て
は
、
啓
蒙
家
西
周
が
深
く
関
与
し

て
い
る
、
と
中
井
義
幸
氏①

は
述
べ
て
い
る
。

林
太
郎
の
曾
祖
父
森
周
庵
に
は
三
人
の
男
子
が
あ
っ
た
。
長
男
は
早

世
し
、
次
男
覚
馬
（
周
の
父
）
は
西
家
に
養
子
と
な
っ
た
。
三
男
が
出

奔
し
た
秀
庵
で
あ
る
。
西
周
は
秀
庵
出
奔
後
森
家
の
当
主
と
な
っ
た
玄

仙
（
白
仙
）
を
「
叔
父
」
と
呼
び
、
本
家
た
る
森
家
再
興
の
た
め
尽
力

し
よ
う
と
図
っ
た
。

中
井
氏
は
『
鴎
外
留
学
始
末②

』
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

徳
川
の
世
が
終
わ
っ
た
時
、
周
が
何
よ
り
も
先
に
望
ん
だ
の
は
、

脱
藩
の
罪
を
免
ぜ
ら
れ
、
老
い
た
父
を
故
郷
に
省
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
明
治
二
年
暮
れ
、
念
願
叶
っ
て
、
彼
は
四
十
歳
に
し
て

十
五
年
ぶ
り
の
帰
郷
を
を
果
た
し
た
。

　

森
家
を
再
興
し
た
白
仙
は
既
に
亡
く
、
一
人
娘
ミ
ネ
が
女
婿
静

男
と
の
間
に
設
け
た
長
男
林
太
郎
が
七
歳
に
な
っ
て
、
こ
の
年
藩

校
養
老
館
に
入
学
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

林
太
郎
の
類
稀
な
才
能
を
西
が
知
っ
た
の
は
こ
の
時
で
あ
る
。

（
中
略
）
升
子
夫
人
と
の
間
に
子
の
な
い
西
は
、
そ
の
年
の
三
月
、

オ
ラ
ン
ダ
留
学
の
友
林
紀
の
九
歳
の
弟
紳
六
郎
を
養
子
に
迎
え
て

い
た
が
、
紳
六
郎
は
既
に
沼
津
兵
学
校
小
学
部
で
洋
学
を
学
び
始

め
て
い
た
。
森
家
の
嫡
男
林
太
郎
を
西
家
の
嫡
男
紳
六
郎
と
並
べ

て
育
て
る
構
想
は
、
こ
の
時
西
の
心
中
に
胚
胎
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ミ
ネ
は
子
供
が
幼
い
こ
と
を
理
由
に
西
の
申
し
出
を
辞

退
し
た
。

　

沼
津
へ
帰
っ
て
い
た
西
は
、
明
治
三
年
九
月
、
維
新
政
府
の
指

導
者
山や
ま

県が
た

有あ
り

朋と
も

に
東
京
へ
呼
び
出
さ
れ
、
明
治
陸
軍
の
建
設
に
参

与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
山
県
に
厚
く
遇
さ
れ
た
彼
は
、
四
年
八

月
、
大
輔
山
県
、
少
輔
川か
わ

村む
ら

純す
み

義よ
し

に
次
ぐ
四
人
の
兵
部
大
丞
（
五

年
二
月
陸
軍
大
丞
と
改
称
）
の
一
人
に
任
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
を
機
に
、

上
京
当
時
住
ん
だ
浅
草
鳥
越
の
借
家
か
ら
、
水
道
橋
に
近
い
神
田

小
川
町
広
小
路
角
の
旧
大
名
屋
敷
に
移
っ
て
、
塾
生
・
使
用
人
・

親
類
・
友
人
等
を
大
勢
呼
び
集
め
て
邸
内
に
住
ま
わ
せ
る
大
官
生

活
を
始
め
た
。
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「三田尻に於ける鴎外の写真」について

　

同
じ
年
、
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
、
津
和
野
の
森
一
家
は
窮
地
に

立
た
さ
れ
て
い
た
。
静
男
は
藩
医
の
職
を
失
い
、
林
太
郎
は
藩
校

養
老
館
が
廃
校
と
な
っ
て
、
通
っ
て
学
ぶ
学
校
を
失
っ
た
。
一
年

を
経
過
し
た
五
年
八
月
、
静
男
は
東
京
に
住
む
旧
藩
主
亀か
め

井い

茲こ
れ
み監

に
「
侍
医
」
と
し
て
雇
わ
れ
、
林
太
郎
を
伴
っ
て
上
京
し
て
き
た
。

そ
し
て
、
林
太
郎
を
西
家
に
預
け
、
そ
の
教
育
を
西
に
委
ね
た
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
西
の
方
か
ら
林
太
郎
の
上
京
を
促
し
た
こ
と
は
、

そ
れ
を
証
す
べ
き
手
紙
等
の
資
料
は
特
に
な
い
が
、
当
時
の
西
が

親
類
や
友
人
を
呼
び
集
め
て
邸
内
に
住
ま
せ
て
い
た
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
大
い
に
あ
り
え
よ
う
。
森
家
の
嫡
男
林
太
郎
と
西
家
の
嫡

男
紳
六
郎
を
二
人
並
べ
て
育
て
る
二
年
前
の
構
想
は
こ
こ
に
実
現

し
た
の
で
あ
る
。

中
井
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
西
は
本
家
森
家
の
再
興
を
自
分
の
使

命
と
考
え
て
い
た
。
し
か
も
幸
い
な
こ
と
に
、
本
家
の
長
男
林
太
郎
は
、

幼
い
頃
か
ら
故
郷
津
和
野
で
〝
神
童
〞
と
評
判
の
子
で
あ
っ
た
。
西
が
、

林
太
郎
を
手
元
に
引
き
取
り
養
育
し
よ
う
と
慮
っ
た
こ
と
は
大
い
に
考

え
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
の
み
か
彼
は
後
年
、
林
太
郎
と
赤
松
則
義
の
長
女

登
志
子
と
の
結
婚
に
深
く
関
わ
り
、―

西
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い

の
だ
が―

閨
閥
に
よ
る
一
族
繁
栄
を
も
謀
っ
た
。
こ
の
林
太
郎
と
登

志
子
と
の
結
婚
に
西
が
関
与
し
て
い
た
事
実
つ
い
て
は
、
中
井
氏
の

リ
ー
ダ
ー
の
元
、
筆
者
他
の
メ
ン
バ
ー
で
長
年
続
け
て
い
る
「
西
周
日

記
翻
刻
の
会
」（
あ
ま
ね
会
）
で
初
め
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
林
太
郎
と
登
志
子
の
結
婚
は
、
不
幸
に
し
て
破
綻
し
西
の
思
惑
は

頓
挫
し
た
が
、
こ
の
結
婚
に
つ
い
て
の
経
緯
は
あ
ま
ね
会
編
「
西
周
日

記　

明
治
二
二
年
」
翻
刻
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

話
を
元
に
戻
そ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
森
父
子
は
新
時
代
に
〝
一

旗
揚
げ
る
〞
べ
く
上
京
を
決
意
し
た
の
で
あ
る
。

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
記
念
会
が
所
蔵
す
る
資
料
１
の
写
真
を
、

「
森
父
子
が
上
京
の
途
次
、
三
田
尻
で
写
し
た
も
の
」
と
推
定
し
た
の

は
林
太
郎
の
長
男
於
菟
氏
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
定
説
に
、「
は
た
し
て
こ
れ
は
三
田
尻
で
撮
影
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
、
最
初
に
疑
問
を
抱
い
た
の
が
、
中
井
義
幸

氏
で
あ
っ
た
。
こ
の
当
時
、
写
真
は
未
だ
一
般
に
は
さ
ほ
ど
普
及
し
て

お
ら
ず
、
ま
た
非
常
に
高
額
の
出
費
を
要
す
る
も
の
だ
っ
た
。

「
は
た
し
て
こ
の
当
時
、
山
口
の
一
地
方
都
市
に
す
ぎ
な
い
三
田
尻

に
、
そ
ん
な
写
真
館
が
あ
っ
た
の
か
？
」
と
い
う
疑
問
が
、
氏
の
脳
裏

に
浮
か
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
疑
問
を
解
決
す
る
た
め
の
手
が
か
り
と
し
て
、
氏
が
注
目
し
た

の
は
絨
毯
で
あ
っ
た
。
写
真
は
ど
こ
か
の
写
真
室
で
撮
影
し
た
も
の
で

あ
る
。「
こ
の
敷
い
て
あ
る
絨
毯
で
撮
影
場
所
を
特
定
で
き
な
い
か
？
」
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こ
こ
で
、
我
が
国
で
の
写
真
術
の
輸
入
と
発
展
に
つ
い
て
多
少
の
解

説
を
す
る
な
ら
、
日
本
で
最
初
に
写
真
館
を
開
業
し
た
の
は
上
野
彦
馬

（1838 –1904

）
で
あ
る
。
長
崎
生
ま
れ
の
彦
馬
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
海
軍

医
官
ポ
ン
ペ
に
よ
っ
て
長
崎
に
開
か
れ
た
医
学
伝
習
所
に
入
門
し
、
科

学
の
研
究
を
行
う
傍
ら
、
渡
来
の
写
真
技
術
を
マ
ス
タ
ー
し
、
文
久
二

年
（
一
八
六
二
）、
長
崎
中
島
川
河
畔
に
日
本
最
初
の
営
業
写
真
館
「
上

野
写
真
局
」
を
開
業
し
た
。
幕
末
の
武
士
や
町
民
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
、

長
崎
の
風
景
や
西
南
戦
争
の
記
録
写
真
を
数
多
く
撮
影
し
た
。
中
で
も

坂
本
龍
馬
像
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

上
野
彦
馬
が
拠
点
を
長
崎
に
構
え
た
の
に
対
し
て
、
同
時
期
に
横
浜

で
開
業
し
た
の
が
下
岡
蓮
杖
（1823 –1914
）
で
あ
っ
た
。
下
岡
は
伊

豆
下
田
生
ま
れ
。
江
戸
で
絵
師
を
志
し
て
狩
野
派
に
学
ん
で
い
た
頃
、

偶
然
ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ③

を
見
る
機
会
を
得
て
、
写
真
に
開
眼
し
た
と
い

う
。
下
岡
は
幕
末
来
日
し
て
い
た
職
業
写
真
家
ウ
ン
シ
ン
に
写
真
術
を

学
ん
だ
が
、
西
洋
科
学
の
素
養
が
乏
し
か
っ
た
た
め
、
写
真
術
の
習
得

は
困
難
を
極
め
た
と
い
う
。
上
野
彦
馬
が
長
崎
で
開
業
し
た
の
と
同
じ

一
八
六
二
年
、
横
浜
で
写
真
館
を
開
業
、
明
治
以
降
は
一
八
七
六
（
明

治
九
）
年
に
、
浅
草
公
園
に
パ
ノ
ラ
マ
館
を
開
設
し
、
多
彩
な
活
動
を

し
た
。

林
太
郎
と
父
静
男
の
写
っ
た
こ
の
集
合
写
真
の
撮
影
が
、
も
し
三
田

尻
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
考
え
ら
れ
る
の
は
東
京
か
横
浜
辺
で
あ
る
。

し
か
し
下
岡
が
浅
草
公
園
に
パ
ノ
ラ
マ
館
を
開
設
し
た
の
は
明
治
九

年
、
静
男
・
林
太
郎
父
子
が
上
京
し
た
の
は
明
治
五
年
で
あ
る
か
ら
、

浅
草
公
園
内
の
下
岡
写
真
館
で
は
あ
り
え
な
い
。
こ
こ
で
考
え
ら
れ
る

の
は
、
森
家
が
後
年
ま
で
贔
屓
に
し
て
、
た
び
た
び
記
念
写
真
を
撮
っ

て
い
た
「
江
崎
写
真
館
」
で
あ
る
。

江
崎
写
真
館
の
創
設
者
江
崎
礼
二
（
初
め
は
岩
吉
）
資
料
２
は
、
弘

化
二
年
（
一
八
四
五
）、
美
濃
国
厚
見
郡
江
崎
村
（
現
岐
阜
市
江
崎
町
）

の
豪
農
塩え
ん
や谷
家
の
新
家
で
生
ま
れ
た
。
江
崎
へ
の
改
姓
は
「
塩
谷
」
の

姓
を
読
み
違
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
後
に
出
身
地
の
江
崎

に
改
姓
し
た
と
い
う
。

礼
二
の
略
歴
は
、『
美
濃
の
ポ
ト
ガ
ラ
ヒ
ィ
事
始
め
』
に
従
え
ば
、

お
お
よ
そ
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）、
浦
賀
沖
に
ペ
リ
ー
率
い
る
黒
船
が

到
来
し
た
。
浦
賀
奉
行
戸
田
氏
栄
の
要
請
で
、
大
垣
藩
戸
田
十
万

石
は
急
遽
援
兵
を
浦
賀
に
送
っ
た
が
、
大
垣
の
は
ず
れ
領
家
村
に

い
た
久
世
治
作
（
の
ち
喜
弘
）
は
、
人
夫
頭
と
し
て
加
わ
り
、
米

国
水
兵
た
ち
か
ら
写
真
に
関
す
る
初
歩
的
知
識
を
得
た
。
や
が
て

舎せ
い
み密
学
（
化
学
）
を
修
め
た
彼
は
、
大
垣
藩
砲
術
取
調
所
の
士
分

に
取
り
立
て
ら
れ
、
そ
の
傍
ら
ビ
ー
ド
ロ
屋
敷
と
呼
ば
れ
た
自
宅

で
、
写
真
術
の
実
験
を
行
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
見
て
写
真
を
志
し

た
江
崎
は
、
久
世
に
写
真
の
基
礎
を
習
い
、
明
治
三
年
、
大
垣
藩
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権
大
参
事
小
野
崎
蔵
男
の
従
者
と
な
っ
て
江
戸
へ
下
っ
た
。

　

大
垣
藩
江
戸
屋
敷
で
働
き
な
が
ら
、
江
崎
は
横
浜
で
開
業
し
て

い
た
下
岡
連
杖
の
門
を
た
た
き
、
約
一
ヵ
月
後
の
明
治
四
年
、
独

立
し
て
、
横
浜
か
ら
東
京
市
芝
区
宇
田
川
町
に
居
を
移
し
て
そ
こ

で
写
場
を
開
業
し
た
。
し
か
し
、
当
時
は
写
真
を
撮
る
と
魂
を
奪

わ
れ
る
と
い
う
迷
信
か
ら
営
業
不
振
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
意

を
決
し
て
、
外
国
船
の
火
夫
と
な
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
へ
行
き
更
に

写
真
術
を
極
め
よ
う
と
し
た
が
、
周
囲
に
諫
め
ら
れ
浅
草
奥
山
の

よ
う
な
盛
り
場
で
の
開
業
を
勧
め
ら
れ
た
。
明
治
六
年
、
浅
草
で

地
所
を
借
り
る
際
に
寺
社
侍
と
ち
ょ
っ
と
し
た
も
め
事
が
あ
っ
た

が
、
地
元
の
町
火
消
し
の
元
締
め
新
門
辰
五
郎
の
仲
裁
で
無
事
開

業
で
き
た
と
い
う
。
以
来
、
新
門
辰
五
郎
は
江
崎
家
と
親
密
な
間

柄
に
な
っ
て
、
晩
年
は
江
崎
写
真
館
の
名
入
り
法
被
を
着
て
よ
く

写
真
館
へ
出
入
り
を
し
た
と
い
う
。

江
崎
写
真
館
が
現
存
し
て
お
り
、
し
か
も
絨
毯
や
背
景
の
腰
板
と

い
っ
た
手
懸
か
り
が
掴
め
れ
ば
、
林
太
郎
父
子
の
撮
影
場
所
を
特
定
で

き
る
。

こ
こ
で
非
常
に
偶
然
な
事
で
あ
っ
た
が
、
筆
者
の
か
つ
て
の
教
え
子

（
川
村
高
等
学
校
生
徒
）
の
中
に
、
写
真
館
江
崎
の
子
孫
の
姉
妹
が
い

た
の
で
あ
る
。
幸
い
な
こ
と
に
彼
女
た
ち
の
父
親
信
男
氏
が
、
東
京
都

渋
谷
区
で
江
崎
フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ
を
営
業
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

早
速
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
っ
て
、
中
井
義
幸
氏
と
共
に
、
問
題
の
写
真
を

持
参
し
た
。

事
前
に
お
お
よ
そ
の
事
情
を
説
明
し
て
お
い
た
た
め
、
信
男
氏
は
ご

家
族
の
も
の
と
い
う
古
い
ア
ル
バ
ム
を
用
意
し
て
お
い
て
く
だ
さ
っ

た
。そ

し
て
そ
の
中
に
、
あ
っ
た
の
で
あ
る
、
絨
毯
と
腰
板
の
一
致
す
る

写
真
が
。

資
料
３
、４
が
そ
れ
で
あ
る
。

資
料
３
は
椅
子
に
腰
掛
け
た
明
治
帝
に
、
座
し
て
拝
謁
す
る
形
を

と
っ
た
江
崎
礼
二
。
も
ち
ろ
ん
合
成
写
真
だ
が
、
絨
毯
と
腰
板
を
、
資

料
１
と
比
べ
て
み
よ
う
。
資
料
３
、４
と
も
に
江
崎
家
の
ア
ル
バ
ム
に

あ
る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
江
崎
写
真
館
内
の
ス
タ
ジ
オ
で
撮
影
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
絨
毯
の
四
角
い
模
様
、
長
方
形
の
枠
で
縁
取
ら
れ
た
腰

板
、
江
崎
信
男
氏
か
ら
は
こ
の
他
に
も
数
葉
の
写
真
の
提
供
を
受
け
た

が
、
い
ず
れ
も
同
じ
絨
毯
、
同
じ
腰
板
が
写
っ
て
い
る
。
絨
毯
、
腰
板

と
い
っ
た
高
価
な
も
の
が
そ
う
た
び
た
び
替
え
ら
れ
る
は
ず
も
な
い
か

ら
、
資
料
１
は
同
じ
場
所
で
の
撮
影
と
断
定
で
き
る
の
は
明
ら
か
で
あ

る
。し

た
が
っ
て
、
森
於
菟
氏
が
こ
れ
を
、「
鴎
外
父
子
が
津
和
野
か
ら

上
京
の
途
中
、
三
田
尻
（
現
、
防
府
市
）
の
吉
次
家
に
立
ち
寄
っ
た
際

（262）



安　川　里香子

6

に
撮
影
し
た
も
の
」
と
判
断
し
て
以
来
、
最
近
ま
で
信
じ
ら
れ
て
い
た

定
説
は
誤
り
で
、
資
料
１
は
東
京
浅
草
の
江
崎
写
真
館
内
の
ス
タ
ジ
オ

で
撮
影
さ
れ
た
写
真
で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
た
。

中
井
義
幸
氏
は
こ
の
写
真
を
、
冬
の
服
装
か
ら
明
治
五
年
十
月
（
太

陽
暦
十
一
月
）
の
、
少
年
林
太
郎
の
西
家
入
家
記
念
撮
影
と
断
定
し
、

『
鴎
外
留
学
始
末
』
の
中
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

写
真
の
構
成
は
少
年
林
太
郎
（
10
）
を
中
心
と
し
て
い
る
。

向
か
っ
て
左
端
の
オ
ー
ル
バ
ッ
ク
の
男
が
、
こ
の
年
の
東
京
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
「
舶
来
の
白
襟
巻
き
」
を
流
行
の
型
通
り
に
結
び
、

脇
差
し
を
差
し
た
護
衛
の
従
者
を
従
え
た
陸
軍
大
丞
西
周
（
43
）

で
、
右
端
に
こ
れ
と
対
象マ
マ

を
な
す
形
で
座
る
紳
六
郎
（
12
）
と
二

人
で
父
子
揃
っ
て
ホ
ス
ト
と
し
て
両
脇
を
縁
取
っ
て
い
る
。
林
太

郎
の
右
に
彼
を
守
る
よ
う
に
抱
く
革
靴
に
袴
を
履
い
た
斬
新
な
書

生
ス
タ
イ
ル
の
青
年
は
、
西
邸
内
育
英
塾
の
塾
頭
山や
ま
の
べ辺
丈
夫
（
21 

・
西
夫
人
升
子
の
義
甥
・
後
の
東
洋
紡
績
会
社
社
長
）
で
、
少
年

の
左
に
控
え
る
の
が
父
親
静
男
（
36
）
で
あ
る
。
中
央
に
立
つ

林
太
郎
は
、
終
生
変
わ
ら
ぬ
そ
の
首
の
角
度
が
当
人
で
あ
る
こ
と

を
告
げ
て
お
り
、
大
名
家
の
若
君
に
似
せ
た
お
か
っ
ぱ
頭
と
、
帯

か
ら
下
が
る
大
き
な
守
り
袋
と
が
、
故
郷
に
残
っ
た
母
の
願
い
を

語
っ
て
い
る
。

以
上
、
少
年
林
太
郎
と
そ
の
父
静
男
の
写
っ
た
集
合
写
真
が
「
三
田

尻
」
で
は
な
く
、「
東
京
浅
草
の
江
崎
写
真
館
内
の
ス
タ
ジ
オ
で
撮
影

さ
れ
た
も
の
」
で
あ
る
こ
と
を
論
述
し
た
。
内
容
の
多
く
は
中
井
義
幸

氏
『
鴎
外
留
学
始
末
』
に
拠
っ
て
い
る
が
、『
鴎
外
留
学
始
末
』
で
は

断
定
の
経
緯
に
つ
い
て
は
詳
し
く
述
べ
て
い
な
い
。
本
稿
は
筆
者
が
江

崎
信
男
氏
と
の
橋
渡
し
を
し
、
中
井
氏
と
共
に
現
場
で
の
確
認
に
携

わ
っ
た
者
と
し
て
、
そ
の
経
緯
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
江
崎
礼
二
は
早
撮
り
の
名
人
で
、
特
に
明
治
十
五
年

十
一
月
二
十
一
日
に
隅
田
川
で
海
軍
省
が
行
っ
た
日
本
で
最
初
の
水
雷

爆
発
実
験
の
早
撮
り
写
真
の
成
功
は
『
写
真
集　

明
治
の
横
浜
・
東
京
』

他
に
残
っ
て
お
り
、
ま
た
当
時
の
新
聞
『
郵
便
報
知
』
他
に
掲
載
さ
れ
、

大
変
な
評
判
に
な
っ
た
と
い
う
。

礼
二
の
長
男
清
に
よ
れ
ば
、

　

い
よ
い
よ
水
雷
爆
発
と
な
る
と
、
敷
設
さ
れ
た
の
が
川
の
上
流

よ
り
下
流
に
か
け
て
数
マ
イ
ル
に
渡
っ
て
い
る
の
で
、
第
一
第
二

と
爆
発
し
た
が
そ
の
順
序
が
一
定
し
な
い
。
カ
メ
ラ
を
向
け
た
方

向
で
無
く
予
想
外
の
方
向
で
爆
発
す
る
か
ら
撮
影
が
出
来
な
い
。

次
は
何
所
で
行
わ
れ
る
か
の
予
想
が
つ
か
な
い
。
そ
こ
で
山
田
真

柳
氏
に
た
の
ん
で
、
カ
メ
ラ
の
後
に
居
て
も
ら
い
三
脚
の
雲
台
の

ね
じ
を
ゆ
る
め
て
置
き
、
爆
発
と
同
時
に
そ
の
方
向
へ
カ
メ
ラ
を

回
転
す
る
と
、
父
が
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
バ
ル
ブ
を
握
る
と
云
う
芸
当
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を
演
じ
て
、
漸
く
に
し
て
撮
影
し
た
。
そ
れ
で
も
心
配
し
な
が
ら

現
像
し
て
み
る
と
、
そ
の
結
果
は
満
足
す
る
可
き
も
の
で
あ
っ
た
。

此
れ
が
当
時
の
読
売
新
聞
、
絵
入
朝
野
新
聞
な
ど
へ
掲
載
さ
れ
て

早
撮
写
真
の
名
声
が
一
挙
に
知
れ
渡
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
石
黒
敬
章
『
続　

幕
末
明
治
の
お
も
し
ろ
写
真
』）

礼
二
に
は
こ
の
他
に
も
月
食
の
写
真
撮
影
に
も
成
功
し
て
、
世
間
を

あ
っ
と
言
わ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
東
京
天
文
台
報
第
14
巻
第

４
冊
に
詳
し
い
と
い
う
。
礼
二
の
弟
子
は
そ
の
後
全
国
に
広
が
り
、
地

域
の
写
真
業
界
の
振
興
に
貢
献
し
た
。
ま
た
交
友
関
係
は
政
界
で
は
尾

崎
行
雄
・
星
亨
・
相
撲
の
常
陸
山
な
ど
多
士
済
々
だ
っ
た
と
い
う
。
彼

は
晩
年
東
京
市
の
参
事
に
な
っ
た
が
、
師
の
下
岡
蓮
杖
に
は
終
生
敬
意

を
失
わ
ず
、
晩
年
の
蓮
杖
も
杖
を
つ
い
て
は
よ
く
江
崎
家
を
訪
れ
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
そ
の
息
子
清
は
肖
像
写
真
の
芸

術
性
を
高
め
た
先
覚
者
で
、
尾
崎
行
雄
夫
人
テ
オ
ド
ラ
や
竹
久
夢
二
と

子
息
の
写
真
が
あ
り
、
ま
た
昭
和
天
皇
初
め
宮
中
の
写
真
撮
影
に
も
従

事
し
た
。
礼
二
の
五
男
三
郎
は
写
真
教
育
の
先
駆
者
と
し
て
東
京
写
真

師
会
会
長
を
務
め
た
。
昭
和
二
年
、
三
郎
は
渋
谷
の
宮
益
坂
に
渋
谷
店

を
開
業
し
て
い
る
。
信
男
氏
は
三
郎
の
子
息
で
あ
る
。

（
準
教
授　

近
現
代
日
本
文
学
）

原
稿
執
筆
に
当
た
っ
て
、
江
崎
信
男
氏
か
ら
ご
懇
切
な
お
話
と
写
真

の
提
供
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
岐
阜
県
営
業
写
真
家
協
会
か
ら
の
資
料

も
学
ぶ
こ
と
大
で
あ
っ
た
。
併
せ
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

注
①　

中
井
義
幸
氏
…
元
東
京
芸
術
大
学
教
授
。
森
鴎
外
記
念
会
常
任
理
事
。

②　
『
鴎
外
留
学
始
末
』
…
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年

③　

ダ
ゲ
レ
オ
タ
イ
プ
…
ダ
ゲ
ー
ル
の
発
明
し
た
銀
板
写
真
法
。
水
銀
を
用
い

て
現
像
す
る
。
見
る
角
度
に
よ
っ
て
ネ
ガ
・
ポ
ジ
が
反
転
す
る
特
徴
を
持

つ
。
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年
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料
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左
か
ら
西
周
、
従
者
、
森
静
男
、
林
太
郎
、
山
辺
丈
夫
、
紳
六
郎

森
鷗
外
記
念
会
所
蔵

資
料
２　

江
崎
礼
二
肖
像
写
真
（
江
崎
信
男
氏
所
蔵
）
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資
料
３　

明
治
帝
へ
拝
謁
す
る
構
図
の
江
崎
礼
二
（
合
成
写
真
）

（
江
崎
信
男
氏
所
蔵
）

資
料
４　
（
江
崎
信
男
氏
所
蔵
）


